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J15b 全天X線監視装置MAXI/GSCで観測された RS CVn 型星のフレア
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全天X線監視装置MAXI (Monitor of All-sky X-ray Image) は１周 90分で地球を周回する国際宇宙ステーショ
ンに搭載され、2009 年 8 月の運用開始以降、全天モニターを続けている。MAXI に搭載されている GSC (Gas
Slit Cameras:ガス比例計数管) は 2-10keVの帯域で 1日あたり 10–20mCrabまで検出可能であり、高い感度を誇
る。よって、従来の All Sky Monitor では検出の難しかった星のX 線フレアを捉えるのに有効なミッションであ
る。我々は、星の中でも活動性の高い RS CVn 型星に着目し、そのフレアの探査をGSCで進めている。本講演
では、その探査結果について紹介する。特に II Peg においては、2005年１２月に Swift によって観測されたも
のと同程度のフレアを確認し、その規模は Young Stellar Object などを含めても最大級であったので、その詳細
についても報告する。


